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1 la- 3 夏期における作業時の気流の人体影響について

　　奈良女大家政　○合原妙美　久保博子･　磯田憲生梁瀬度子

住　　居

〈目的〉夏期では温熱的な快適さを得るために気流が重要な役割を果たしている。このこ

とは安静時については把握されているが，軽作業時における影響については明らかになっ

てはいない。そこで本報では気流の変動に着目して作業時の人体影響について実験を行っ

た。

　〈方法〉実験は奈良女子大学人工気候室に，高さ0,95mの送風装置を被験者の前方t).8mの

位置に設置して行った。気温は25°C,27.5・C.30°Cとし，相対湿度50%一定とした。気流は

平均気流速度0.5in/sの定速気流と変動気流〔振幅〕｡4iii/s ，周期60sec/c)とし，気流温度が

気温と等温，気温より10°Ｃ低いの２段階の計４種類とした。被験者は健康な青年女子８名

のべ96名を採用し，夏服着用(0.35clo相当),椅座安静状態を30分保ちパソコンによる一

位加算作業を30分行い，作業後30分の安静をとった。生理的反応として皮膚温14点を10秒

間隔で測定し，心理的反応として温冷感，快適感等の申告を10分間隔で受けた。実験は19

92年8,9月に実施した。

　〈結果〉①気温25°Cでは作業時においては平均皮膚温は二定に保たれた後，作業後の安静

時には再び低下する。作業時には，温冷感は暖かい側の申告である。

②安静時，作業時共に，気温25°0,気流温度15°Cで｀lま定速気流iま変動気流より平均皮膚温

が低い傾向にあり，快適感は定速気流では不快側の申告である。

③安静時，作業時共に，気温we.気流温度20°Cでは変動気流は定速気流より温冷感では

涼しい側の申告を得ている。

Ha-4 積雪地域における木造住宅の結露防止に関する研究(第2 報）

　　　　　一温熱環境の実態測定一

新潟大教育　　五十嵐　由利子

　目的　積雪地域である新潟県で、木造住宅における冬季の結露被害が多い現状を第１報

（第44回大会）で報告した。　本報では結露被害のあった住宅の温湿度測定の結果から、結

露発生と住生活、住宅の造り方等との関連を捉えることを目的とした。

　方法　アンケート調査の対象住宅の中から結露被害の大であった住宅３戸を対象とした。

１住宅につき48時間(r/ﾀ-ﾊﾞ* 5分）の温湿度測定と、その間の暖房や換気方法などの生活

実態の調査も併せて行った。測定期間は1991年12月である。

　結果　1 ）A 氏邸(長岡市。外壁・天井に50inmの断熱材、床はなし。　北側の一部の窓の

み2 重、他は１重）:　２階主寝室のベッド脇の壁面がカピで汚損。　FF型フりt-ﾀｰを使用し

ており、暖房開始後に急激に温度が上昇するが、絶対湿度も上昇する。暖房時間が短いた

め、壁面温度の上昇は非常に小さく露点以下となっていた。　また、南側の１重窓の表面温

度は露点以下であった。　　2 ）B氏邸（新潟市。　外壁・床に50iniiiの断熱材、天井はlOOmn。

窓はすべて１重) : 窓ガラスの結露と換気口付近の壁面にしみ。室温の変動より断熱性能

は比較的良好であると推測できたが、開放型ｽﾄｰﾌﾞの使用とｽﾄｰﾌﾞの上のやかんのため、暖

房中及び暖房停止後の露点が高くなっていた。換気口付近の壁面は、低温な外気の流入に

より露点にヽ近くなっていた。　　3 ) C氏邸（外壁に50iDniの断熱材、天井と床はなし。　窓は

すべて１重）; LDKの出窓の壁面及びガラス表面で結露。　壁面はカビで汚損。　開放型ｽﾄ-ﾌﾞ’

の長時間使用により室温は20°Clil上、相対湿度は50％前後であるが、暖房中の露点は高く

なっていた。出窓の壁面と窓表面の温度は露点以下となりやすいことが分かった。

237


